
「当院における看護教育の取り組み」
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　市立札幌病院看護部は、すべての患者さん家族に対して、

「これまでの生活とその背景」を尊重し、社会が求める医療・看

護水準に応じた看護が提供できる豊かな人間性と、看護の専門

能力の高い、自立した看護職員を育成するという教育理念の基

に、キャリア開発ラダー（個人の習熟段階に応じて能力開発を

行っていくシステム）を基盤とした教育体制を整備しています。

「組織は人なり」という言葉で表されるように、病院組織を支え

る人、一人一人の看護職員が看護部組織の目指す看護を提供

できるよう、教育の体制を整えることは最重要課題です。前述

のキャリア開発ラダーで「育成したい能力」として位置づけてい

る、＜看護実践能力＞＜役割遂行能力＞＜教育・研究＞を三本の

柱に、ラダーレベル（段階）に応じた教育のプログラムを企画し

ています。その中で、人の痛みのわかる優しい・あたたかな看護

職員に育ってほしいという「ねがい」と共に、急性期病院の厳し

い現場を乗り切ることのできるたくましさを身につけてほしいと

日々願っています。

　当院では、院内のみならず、地域の看護職の皆様とともに看

護を考え、学ぶ場を共有したいと考え、平成20年度より教育プ

ログラムの一部を公開しています。初年度は数名から始まった

この取り組みですが、今年度は15のプログラム（研修・セミナ

ー・講演会）を公開し、2月現在、のべ355名の参加がありまし

た。その中でも、土曜日の午前に開催している講演会では、朝9

時という早い時間の開始にもかかわらず、札幌市内だけではな

く、遠くは留萌市や名寄市などからの参加もありました。

　特に、平成18年より、倫理観の醸成を目的に看護倫理をテー

マとしたプログラムを継続しています。今年度は、先日、2月9日

（土）に、「看護倫理講演会」を開催しましたが、院外より103名

と多くの参加がありました。参加された方々からは、「倫理をこ

れまで以上に身近に感じた」「これまでの事例検討は表面的だ

ったと感じた」「考えていることが整理できた」等、多くのご意

見・ご感想をいただきました。事例検討を通し、真の自己決定に

寄り添う関わりや「倫理は看護実践と共にある」ことを再確認で

き、日々の看護実践を振り返り、看護そのものを考える機会にな

りました。

次年度も多くの地域の看護職の皆様と、このような機会を共有

できるよう、現在、企画を進めているところです。皆様の参加を

お待ちしています。
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【平成24年度に公開された看護部主催研修・講演会】

【小西恵美子先生の熱い講演に聞き入る受講生】


